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大
阪
ガ
ス
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所 

　
所
長
　
真
名
子
　
敦
司

　
大
阪
ガ
ス 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
で
は
、現
在
、生
活
づ
く
り
・
生
活
環
境
づ
く
り

の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
の
た
め
に
、生
活
者
の
視
点
に
立
っ
て
、「
住
ま
い・
生
活
」「
エ
ネ
ル

ギ
ー
」「
環
境
」「
都
市
」と
い
う
四
つ
の
研
究
領
域
の
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。�

　
「
住
ま
い
・
生
活
」に
つ
い
て
生
活
者
が
現
在
抱
え
て
い
る
問
題
や
期
待
し
て
い
る

将
来
の
姿
や
方
向
、そ
れ
ら
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
の
方
策
や
社
会
の
あ
り
方

な
ど
を
分
析
・
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
に
、今
年
は
じ
め
、「
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
と

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
生
活
意
識
調
査
」
を
実
施
し
た
。�

　
当
研
究
所
の
研
究
員
が
、そ
の
結
果
を
本
誌
の
今
号
と
次
号
に
分
け
て
報
告
す

る
。こ
こ
で
は
、調
査
結
果
の
概
要
を
二
回
に
分
け
て
紹
介
し
た
い
。ま
ず
今
号
で

は
、「
住
ま
い・
生
活
」分
野
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。�

　
な
お
、今
回
の
調
査
の
全
質
問
・
回
答
を
当
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（U

R
L:http://�

w
w
w
.osakagas.co.jp/cel/

）に
公
開
し
た
。�

　
今
回
の
調
査
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
回
答
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。�

��

現
在
お
よ
び
将
来
の
生
活
に
つ
い
て

 

1  

望
む
生
活
ス
タ
イ
ル

�

　「
精
神
的
に
豊
か
な
生
活
を
し
た
い
」と
思
う
人（「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思

う
」
人
を
含
む
。以
下
同
様
）は
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
、「
経
済
的
・
物
質
的
に
豊
か
な

生
活
を
し
た
い
」と
思
う
人
の
比
率
九
割
を
上
回
る
。
関
連
す
る
生
活
価
値
に
関

す
る
設
問
に
対
し
て
、「
出
世
よ
り
自
分
の
人
生
を
楽
し
み
た
い
」「
収
入
は
少
な

く
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
し
た
い
」「
世
間
の
目
を
気
に
せ
ず
、好
き
な
人
生

を
送
る
の
が
よ
い
」と
思
う
人
は
四
割
を
超
え
る
。ま
た
、日
常
の
生
活
で
は
、「
家

族
団
欒
」「
趣
味
・ス
ポ
ー
ツ
」「
ゆ
っ
た
り
と
休
養
」「
知
人
・
友
人
と
の
会
合
」に
充

実
感
を
覚
え
る
人
が
多
く
、「
仕
事
」は
そ
の
次
に
く
る
。�

　
物
質
的
な
豊
か
さ
が
満
た
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
現
在
、精
神
的
な
豊
か
さ
と

調
和
の
と
れ
た
生
活
を
求
め
る
人
が
増
え
て
い
る
実
態
が
窺
え
る
。�

 

2  

子
供
の
出
産
を
望
ま
な
い
適
齢
期
女
性

�

　
最
近
、我
が
国
の
出
生
率
は
急
激
に
低
下
し
つ
つ
あ
り
、昨
年
は
合
計
特
殊
出
生

率
が
一
・
二
九
ま
で
落
ち
込
ん
で
過
去
最
低
を
更
新
し
た
。こ
の
よ
う
な
急
速
な
出

生
率
の
低
下
が
、我
が
国
の
将
来
に
も
た
ら
す
様
々
な
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。�

　
回
答
者
全
体
で
は
、「
結
婚
し
て
も
、必
ず
し
も
子
供
を
産
む
必
要
は
な
い
」と

思
う
人
が
三
割
弱
、「
産
む
必
要
が
あ
る
」と
思
う
人
は
四
割
弱
で
、「
産
む
必
要
は

な
い
」と
思
う
人
を
上
回
っ
て
い
る
。し
か
し
、四
〇
代
未
満
の
出
産
適
齢
期
に
あ
る

女
性
は
、「
産
む
必
要
は
な
い
」と
思
う
人
の
方
が「
産
む
必
要
が
あ
る
」と
思
う
人

よ
り
多
く
、三
〇
代
の
女
性
で
は「
産
む
必
要
は
な
い
」と
思
う
人
が
四
割
を
超
え

る
。地
域
別
に
見
る
と
、「
産
む
必
要
は
な
い
」と
思
う
人
が
大
都
市
で
多
く
、地
方

ほ
ど
少
な
い
傾
向
が
あ
る
。�
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調 査 条 件
● �

回答者のプロフィール（Ｎ=1034　単位％）�
● �
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調 査 時 期

調査対象者

調査対象数

抽 出 方 法

有効回答数

調 査 方 法

平成17年1月27日～2月14日�

全国の満20歳～69歳の男女�

1,500人�

層化2段無作為抽出法�

1,034人（回収率68.9％） �

留置記入依頼法 

【居住地域】

【居住市郡規模】

【性　　別】

【年　　齢】

【職　　業】

【配偶関係】

【家　族　数】

【家族数が2人以上の
  世帯の形態】（Ｎ=９８７）

【住まいの形態】

【住まいの延床面積】

【住まいの所有形態】

【使用ガスの種類】

北海道�
5.0

大都市�
23.9

男　性�
46.3

20代�
11.8

未　婚�
14.7

1人�
3.4

1世代�
16.7

戸建住宅�
72.8

60m2未満�
27.1

持ち家�
73.3

都市ガス�
47.7

プロパンガス�
48.7

非供給�
3.6

公営賃貸�
5.6

民間賃貸�
20.2

無回答�
0.9

60～100m2�
28.6

100～150m2�
21.6

150m2以上�

14.3
無回答�
8.4

集合住宅�
26.1

2世代�
64.1

3世代�
16.4

その他�
1.6

無回答�
1.1

その他�
0.4

無回答�
0.7

2人�
19.7

3人�
22.7

4人�
28.2

5人�
13.0

6人以上�
11.9

無回答�
1.2

既婚（配偶者あり）�
78.9

既婚（配偶者なし）�
5.6

無回答�
0.8

経営・管理・技術・事務・販売職�
39.3

自営業・自由業�
13.6

農林漁業�
1.4

専業主婦�
18.5

パート・アルバイト�
12.9

その他�
10

無回答�
1.4

30代�
22.6

40代�
22.0

50代�
23.1

60代�
20.5

女　性�
53.7

その他の市�
56.4

町・村�
19.7

東北�
7.3

関東�
29.7

甲信越�
4.2

北陸�
2.6

東海�
12.6

近畿�
17.9

中国�
5.9

四国�
2.9

九州�
12.0

�

　「
精
神
的
に
豊
か
な
生
活
を
し
た
い
」と
思
う
人（「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思

う
」
人
を
含
む
。以
下
同
様
）は
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
、「
経
済
的
・
物
質
的
に
豊
か
な

よ
り
多
く
三
〇
代
の
女
性
で
は「
産
む
必
要
は
な
い
」と
思
う
人
が
四
割
を
超
え

る
。地
域
別
に
見
る
と
、「
産
む
必
要
は
な
い
」と
思
う
人
が
大
都
市
で
多
く
、地
方

ほ
ど
少
な
い
傾
向
が
あ
る
。�

 
3  

現
在
の
生
活
の
満
足
度

�
　
六
割
近
く
の
人
は「
生
活
全
体
の
充
足
度
」に
満
足
し
て
い
る
。生
活
の
各
側
面
の

満
足
度
を
問
う
設
問
の
う
ち
、「
人
間
関
係
」「
生
活
の
自
由
度
」「
自
分
ら
し
い
生

活
」な
ど
に
つ
い
て
は
五
割
以
上
の
人
が
満
足
し
て
い
る
。し
か
し
、「
未
来
に
対
す
る
希

望
」「
労
働
」「
耐
久
消
費
財
」「
消
費
生
活
」に
満
足
す
る
人
は
三
割
台
に
低
下
し
、

不
満
な
人
が
二
割
台
に
増
え
る
。「
収
入
」に
満
足
な
人
は
二
割
、「
資
産
」に
満
足
な

人
は
一
割
強
に
対
し
、不
満
な
人
は
い
ず
れ
も
約
四
割
で
、満
足
な
人
を
上
回
る
。�

　
九
割
近
く
の
人
が「
経
済
的
・
物
質
的
に
豊
か
な
生
活
」と
と
も
に「
精
神
的
に

豊
か
な
生
活
」
を
求
め
て
お
り
、自
分
流
の
生
活
に
満
足
し
つ
つ
も
、依
然
と
し
て
経

済
的
・
物
質
的
な
欲
求
が
強
い
よ
う
だ
。�

 

4  

現
在
の
生
活
レ
ベ
ル
の
自
己
評
価

�

　
現
在
の
自
分
の
生
活
レ
ベ
ル
を
世
間
一
般
か
ら
見
た
場
合
、「
中
の
中
」と
評
価

す
る
人
が
約
半
数
、「
中
の
下
」は
三
割
弱
と「
中
の
上
」の
一
割
を
加
え
る
と
九
割

を
占
め
る
。地
域
別
に
比
較
す
る
と
、「
中
の
中
」は
都
市
部
で
は
五
割
に
対
し
、地

方
で
は
六
割
に
も
達
す
る
。
性
別
に
見
る
と
、各
年
代
と
も
女
性

の
方
が「
中
の
中
」
意
識
が
強
く
、二
〇
〜
三
〇
代
の
女
性
で
は
六

割
以
上
を
占
め
る
。「
中
の
上
」
意
識
を
持
つ
人
も
六
〇
代
を
除

い
て
女
性
の
比
率
が
高
く
、「
中
の
下
」
意
識
を
持
つ
人
は
各
年
代

と
も
男
性
の
比
率
が
高
い
。�

　
総
じ
て
、男
性
よ
り
女
性
の
方
が
、自
分
の
生
活
レ
ベ
ル
の
評
価

は
高
い
よ
う
だ
。�

 

5  

望
む
将
来
の
生
活
像

�

　
一
〇
年
後
の
望
ま
し
い
暮
ら
し
方
と
し
て
、八
割
以
上
の
人
が

「
安
定
し
た
収
入
が
確
保
で
き
る
暮
ら
し
」「
家
族
と
の
団
欒
を
大

切
に
し
た
暮
ら
し
」「
仕
事
・
遊
び
・
家
庭
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
暮

ら
し
」「
趣
味
・
楽
し
み
を
中
心
と
し
た
暮
ら
し
」
を
望
ん
で
い
る
。

特
に
、四
〇
代
以
下
の
人
に
多
い
。「
一
人
暮
ら
し
」「
自
給
自
足
暮

ら
し
」「
都
会
的
で
お
し
ゃ
れ
な
暮
ら
し
」「
仕
事
第
一
の
暮
ら
し
」

を
望
む
人
は
少
な
い
。
少
数
派
の
中
に
あ
っ
て
、五
〇
〜
六
〇
代
の

女
性
は
、同
世
代
の
男
性
や
他
の
年
代
の
女
性
に
比
べ
て
、「
一
人

暮
ら
し
」
を
望
む
人
の
比
率
が
、一
際
大
き
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。�

　
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
人
と
し
て
、五
割
以
上
の
人
が「
配
偶
者
・

子
供
」ま
た
は「
配
偶
者
」
を
あ
げ
る
。一
方
、「
親
」ま
た
は「
親
・

配
偶
者
」と
暮
ら
す
こ
と
を
希
望
す
る
人
は
少
な
く
、親
は
一
緒
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�

に
暮
ら
す
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
は
敬
遠
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。た
だ
し
、地
域
別
に
見

る
と
、地
方
で
は
都
市
部
に
比
べ
て
親
と
の
同
居
を
希
望
す
る
人
が
相
対
的
に
多

く
、希
望
し
な
い
人
を
上
回
っ
て
い
る
。�

�

現
在
お
よ
び
将
来
の
住
ま
い
に
つ
い
て

 

1  

現
在
の
住
ま
い
の
選
定
時
に
重
視
し
た
こ
と

�

　
現
在
の
居
住
地
の
選
定
時
に「
交
通
の
便
が
よ
い
」こ
と
を
重
視
し
た
人
が
最
も

多
く
、五
割
を
超
え
る
。そ
の
他
の
重
視
し
た
項
目
は
、回
答
者
が
多
い
順
に
、「
近

く
に
ス
ー
パ
ー
や
商
店
街
が
あ
る
」「
実
家
が
近
い
」「
周
辺
に
自
然
が
豊
富
に
あ

る
」「
地
域
イ
メ
ー
ジ
が
い
い
」な
ど
で
あ
る
。�

　
一
方
、現
在
の
住
宅
の
選
定
時
に
は
、「
価
格
」
を
重
視
し
た
人
が
最
も
多
く
、六

割
を
超
え
る
。そ
の
他
の
重
視
し
た
項
目
は
、回
答
者
が
多
い
順
に
、「
間
取
り
」「
最

寄
り
駅
か
ら
の
距
離
」「
広
さ
」「
部
屋
数
」「
住
戸
の
向
き
・
採
光
」な
ど
で
あ
る
。�

 

2  

現
在
の
住
ま
い
の
満
足
度

�

　
現
在
の
居
住
地
に
満
足
し
て
い
る
人
は
七
割
、「
不
満
」な
人
は
一
割
で
、多
く
の

人
が
満
足
し
て
い
る
よ
う
だ
。特
に
、女
性
の
七
割
以
上
が
満
足
し
て
お
り
、二
〇
代

の
女
性
で
は
八
割
を
超
え
る
。地
域
別
に
見
る
と
、都
市
部
ほ
ど
満
足
度
が
高
く
、

地
方
で
低
い
。
一
四
大
都
市
で
は
七
割
強
の
人
が
満
足
し
て
い
る
の
に
対
し
、町
村

部
で
は
六
割
強
の
人
が
満
足
す
る
一
方
、二
割
弱
の
人
は
不
満
と
い
う
。�

　
一
方
、現
在
の
住
宅
に
満
足
し
て
い
る
人
は
居
住
地
に
比
べ
る
と
や
や
少
な
い
も

の
の
、六
割
弱
の
人
は
満
足
と
い
う
。な
お
、住
宅
に
不
満
な
人
は
三
割
弱
で
、居
住

地
よ
り
も
不
満
な
人
が
多
い
。
現
在
の
住
宅
に
満
足
な
人
も
不
満
な
人
も
、居
住

地
に
比
べ
る
と
、性
別
や
地
域
別
に
よ
る
差
は
小
さ
い
。�

� 

3  

望
む
将
来
の
居
住
地

�

　
一
〇
年
後
に
住
む
と
こ
ろ
と
し
て
、七
割
の
人
が「
緑
が
多
い
落
ち
着
い
た
住
宅

地
」
を
望
ん
で
お
り
、年
齢
や
地
域
に
よ
ら
ず
最
も
多
い
。�

　
次
に
望
む
人
が
多
い
と
こ
ろ
は「
田
畑
や
森
な
ど
が
豊
か
な
里
山
、農
山
村
」

「
都
心
に
近
く
便
利
で
賑
や
か
な
市
街
地
」で
、い
ず
れ
も
三
割
の
人
が
望
む
と

い
う
。
一
方
、望
ま
な
い
人
が
多
い
と
こ
ろ
は
、「
最
近
開
発
さ
れ
た
新
し
い
郊
外

住
宅
地
」「
海
や
山
な
ど
自
然
が
近
い
リ
ゾ
ー
ト
地
」「
都
心
に
近
く
便
利
で
賑

や
か
な
市
街
地
」
な
ど
で
、い
ず
れ
も
四
割
以
上
が
望
ま
な
い
と
い
う
。
年
代
別

に
見
る
と
、「
田
畑
や
森
な
ど
が
豊
か
な
里
山
、農
山
村
」
は
高
齢
者
ほ
ど
、「
都

心
に
近
く
便
利
で
賑
や
か
な
市
街
地
」
は
若
年
者
ほ
ど
望
む
人
が
多
い
。
次
に
、

地
域
別
に
見
る
と
、一
四
大
都
市
で
は
「
都
心
に
近
く
便
利
で
賑
や
か
な
市
街

地
」
、町
村
部
で
は
「
田
畑
や
森
な
ど
が
豊
か
な
里
山
、農
山
村
」
を
望
む
人
が

多
い
。�

　
こ
の
結
果
か
ら
、年
代
や
現
在
の
居
住
地
域
に
よ
ら
ず
、理
想
の
住
宅
地
は「
緑

が
多
い
落
ち
着
い
た
住
宅
地
」で
、不
人
気
な
住
宅
地
は「
最
近
開
発
さ
れ
た
新
し

い
郊
外
住
宅
地
」と
い
え
そ
う
だ
。�

 

4  

望
む
将
来
の
住
宅

�

　
四
割
弱
の
人
が
、将
来
の
住
み
替
え
や
改
築
・
建
て
替
え
を
考
え
て
い
る
と
い
う
。

そ
の
内
容
は
、「
他
地
域
の
住
宅
に
住
み
替
え
る
」「
現
在
の
居
住
地
域
内
の
他
の
住

宅
に
住
み
替
え
る
」「
現
在
の
住
宅
を
改
築
ま
た
は
建
て
替
え
る
」な
ど
で
あ
る
。�

　
住
み
替
え
や
改
築
・
建
て
替
え
の
理
由
と
し
て
、「
生
活
の
快
適
性
・
利
便
性
の
た

め
」と
い
う
の
が
五
割
を
超
え
る
。�

　
望
む
将
来
の
住
宅
に
つ
い
て
、三
割
以
上
の
人
が「
建
築
家
の
設
計
で
注
文
住
宅

を
建
て
る
」と
い
う
。そ
の
他
を
回
答
者
の
多
い
順
に
あ
げ
る
と
、「
住
宅
メ
ー
カ
ー

の
住
宅
を
建
て
る
」「
親
族
か
ら
相
続
も
し
く
は
親
族
と
同
居
す
る
住
宅
を
改
築

す
る
」「
既
築
の
一
戸
建
住
宅
を
購
入
・
改
築
す
る
」「
中
高
層
の
新
築
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
を
購
入
す
る
」「
新
築
の
建
売
住
宅
を
購
入
す
る
」「
民
間
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン

を
借
り
る
」な
ど
で
あ
る
。�

　
当
然
な
が
ら
、地
域
に
よ
っ
て
望
む
住
宅
の
形
態
は
異
な
っ
て
お
り
、戸
建
住
宅
の

新
築
や
相
続
住
宅
の
改
築
は
地
方
に
多
く
、既
築
戸
建
住
宅
の
購
入
・
改
築
、新
築

マ
ン
シ
ョ
ン
の
購
入
、民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
の
賃
貸
な
ど
は
都
市
部
に
多
い
。�
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�

　
一
〇
年
後
に
住
む
と
こ
ろ
と
し
て
、七
割
の
人
が「
緑
が
多
い
落
ち
着
い
た
住
宅

新
築
や
相
続
住
宅
の
改
築
は
地
方
に
多
く
、既
築
戸
建
住
宅
の
購
入
・
改
築
、新
築

マ
ン
シ
ョ
ン
の
購
入
、民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
の
賃
貸
な
ど
は
都
市
部
に
多
い
。�

�

食

生

活

に
つ
い
て

 
1  
調
理
習
慣
や
食
生
活

�

　
四
〇
〜
五
〇
代
の
女
性
の
九
割
は
家
庭
で
調
理
を
担
当
し
、同
世
代
の
女
性
の

八
割
以
上
が
週
六
〜
七
日
調
理
を
す
る
と
い
う
。家
庭
で
主
に
調
理
を
す
る
女
性

は
、六
〇
代
が
九
割
弱
、三
〇
代
が
八
割
、二
〇
代
が
四
割
強
で
、四
〇
〜
五
〇
代
を

ピ
ー
ク
に
他
の
年
代
で
は
調
理
の
担
当
が
女
性
か
ら
他
の
家
族
へ
移
っ
て
い
る
よ
う

だ
。六
〇
代
の
女
性
の
代
役
は
子
供
や
配
偶
者
、二
〇
〜
三
〇
代
の
女
性
の
代
役
は

親
や
配
偶
者
で
あ
る
。�

　
調
理
を
す
る
こ
と
が
好
き
と
い
う
人
は
全
体
で
六
割
弱
で
あ
る
。
性
別
に
見
る

と
、男
性
五
割
、女
性
六
割
弱
で
、意
外
に
男
性
が
多
く
女
性
が
少
な
い
。逆
に
、調

理
が
面
倒
と
い
う
人
は
全
体
で
三
割
強
、男
性
三
割
弱
、女
性
四
割
弱
で
、意
外
に

男
性
が
少
な
く
女
性
が
多
い
。�

　
夕
食
の
調
理
時
間
は
、平
日
も
休
日
も
ほ
ぼ
同
じ
で
、三
〇
分
未
満
の
人
が
二
割

強
、三
〇
〜
六
〇
分
未
満
が
六
割
弱
、六
〇
分
以
上
が
一
割
で
あ
る
。た
だ
し
、休
日

は
平
日
に
比
べ
て
調
理
を
す
る
人
が
増
え
、調
理
時
間
も
伸
び
る
傾
向
が
あ
る
。�

　
ま
た
、休
日
に
は
、夕
食
を
一
人
で
と
る
人
が
減
り
、配
偶
者
や
家
族
と
共
に
す
る

人
が
増
え
る
。平
日
の
夕
食
は
主
に
外
食
と
い
う
人
は
二
パ
ー
セ
ン
ト
弱
で
、そ
の
ほ
と

ん
ど
は
三
〇
〜
五
〇
代
の
男
性
と
二
〇
代
の
女
性
で
あ
り
、仕
事
上
の
付
き
合
い
や

友
人
と
の
食
事
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。休
日
は
平
日
に
比
べ
て
、主
に
外
食
す
る
と
い

う
人
の
割
合
が
わ
ず
か
に
増
え
、し
か
も
各
年
代
層
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、家
族

で
外
食
す
る
の
は
休
日
の
方
が
多
い
よ
う
だ
。�

 

2  

現
在
の
食
生
活
の
満
足
度

�

　
現
在
の
食
生
活
に
満
足
し
て
い
る
人
は
八
割
弱
で
あ
る
。
不
満

な
点
は「
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
」と
い
う
人
が
最
も
多
く
、三
割
を
超
え

る
。特
に
二
〇
代
の
人
が
多
く
、四
割
を
超
え
て
い
る
。若
い
人
ほ
ど
、ま
た
都
市
部

に
お
い
て
、「
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
」に
不
満
な
人
の
比
率
が
高
い
。そ
の
他
の
不
満
な
点

は
、回
答
者
が
多
い
順
に「
安
全
・
安
心
」「
経
済
性
・
節
約
で
き
な
い
」「
農
薬
な
ど
」

「
生
ご
み
の
処
理
」「
分
別
回
収
が
面
倒
」な
ど
で
あ
る
。�

　
現
在
の
食
生
活
に
つ
い
て
、「
回
答
者
本
人
や
家
族
の
食
生
活
を
変
え
る
こ
と
が

必
要
だ
」と
思
う
人
は
四
割
弱
で
あ
る
。変
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
理
由
と
し
て

「
家
族
の
健
康
の
た
め
」と
い
う
人
が
最
も
多
く
、次
い
で「
自
分
の
健
康
の
た
め
」

「
節
約
の
た
め
」な
ど
を
あ
げ
る
人
が
多
い
。�

 

3  

現
在
の
台
所
や
設
備
の
満
足
度

�

　
現
在
の
台
所
の
広
さ
に
満
足
し
て
い
る
人
は
五
割
、不
満
な
人
は
四
割
弱
で
あ

る
。
現
在
の
台
所
の
広
さ（
Ｄ
Ｋ
や
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
は
、ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
や
リ
ビ
ン
グ
・
ダ

イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
含
む
。以
下
同
様
）は
六
畳
未
満
が
約
半
数
を
占
め
る
。�

　
一
方
、台
所
の
設
備
に
満
足
し
て
い
る
人
は
五
割
弱
、不
満
な
人
は
四
割
弱
で
あ

る
。加
熱
調
理
器
具
の
普
及
率
ト
ッ
プ
５
は
、電
子
レ
ン
ジ
、ガ
ス
コ
ン
ロ
、オ
ー
ブ
ン
ト

ー
ス
タ
ー
、ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
、卓
上
コ
ン
ロ
で
、前
二
者
の
普
及
率
が
約
九
割
、後
三
者

が
約
八
割
で
あ
る
。ち
な
み
に
、最
近
話
題
の
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
の
普
及
率
は

一
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。�

 

4  

理
想
の
台
所

�

　「
六
〜
八
畳
」「
八
〜
一
〇
畳
」「
一
〇
〜
一
六
畳
」
を
理
想
的
な
台
所
の
広
さ
と

い
う
人
は
各
々
二
割
弱
で
あ
る
。�

　
現
在
の
台
所
は「
Ｄ
Ｋ
ま
た
は
Ｌ
Ｄ
Ｋ
に
あ
る
対
面
型
で
な
い
タ
イ
プ
」が
最
も
多

く
、五
割
を
占
め
る
。そ
の
他
の
タ
イ
プ
は
、「
独
立
型
台
所
」が
三
割
、「
対
面
型
台

所
」が
一
割
強
で
あ
る
。理
想
の
タ
イ
プ
と
し
て「
対
面
型
台
所
」
を
選
ぶ
人
が
最
も

多
く
、四
割
を
占
め
る
。そ
の
他
の
理
想
の
タ
イ
プ
と
し
て
回
答
者
が
多
い
の
は「
Ｄ

Ｋ
ま
た
は
Ｌ
Ｄ
Ｋ
に
あ
る
対
面
型
以
外
の
タ
イ
プ
」「
独
立
型
台
所
」で
あ
る
。�

�
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